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研究成果の概要（和文）：豊かな語学力・コミュニケーション能力や異文化体験を身につけ、国際的に活躍でき
る「グローバル人材」を我が国で継続的に育てていかなければならない（グローバル人材育成推進会議、2011）
という命題の達成を目標として、平成27年度よりアジア太平洋海外交流学習を推進している。富山県の3つの市
（富山市、射水市、滑川市）の11校が同じ校種の海外交流校を１つずつ持ち、小中高で1本となる海外交流モデ
ルを目指して日常的に交流している。その過程で、１．海外交流スクールリンク確立、２．海外交流学習に対す
る小中高の教員の意識調査結果、３．海外交流学習授業モデルの構築、を行い、実証研究を行てきた。今後も継
続し精度を高る。

研究成果の概要（英文）：The online telecollaborative classes have been introduced in regular classes
 at Japanese schools since 2015. The name of this project is “Asian-Pacific Exchange Collaboration 
(APEC) Project”, a 3-year project involving students in elementary school through junior and senior
 high school (age range, 10-18 years). 11 schools in Toyama (Japan) has joined this project and 
these schools have started exchange activities with their partner schools in Asian-Pacific countries
 such as Taiwan, the United States (Hawaii, California). The English learning model through the 
international exchange collaboration has been created as a research and this model is focused on 
awareness of English learning and communication among Japanese students before and after video chat 
sessions. The results suggest that telecollaborative classes improve student awareness and 
motivation toward English learning and communication.

研究分野： 英語教育
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

平成 14 年から毎週 1 回、テレビ会議シス
テム、テレビ電話など ICT 機器を活用し、カ
リフォルニア大学をはじめアジアを中心と
する環太平洋の国々の各種学校とリアルタ
イムの英語コミュニケーション授業を実践
してきた。授業回数は、これまで 300 回を超
え、ICT環境の整備による英語学習環境の「本
物化」を実証的に検証している。平成 24 年
度からは、科学研究費基盤 C の助成を受け、
「若者の国際競争力を高める「5 つの提言」
の具体的施策を練る－」と題して着手し、成
果として以下 3 点を実証した。 

●H24-26 科研費基盤 C の研究成果 

・提言 2 を元に、 

若者がグローバル社会における英語の必
然性・意義に気づき、「英語学習への動機
づけ」となる学習デザインを開発（清水，
2012） 

・提言 3 を元に、 

カリフォルニア大学との ICT を活用した
国際協働学習を通常の授業で展開し、「英
語学習への動機づけ」と同時に英語力が高
まる学習デザインを開発（清水，2013） 

・提言１を元に、 

TOEIC と GTEC の客観的指標を使い、若
者が年 2 回の割合で、現在位置と目標まで
の距離を測る環境を学校全体に定着させ、
「英語 3 技能の伸長」を実証（清水，2014） 

また、この過程で課題が明らかになった。 

●今後の課題 

1. 生の英語に触れる時期は 19 歳は遅いこと 

2. この研究では、高専 4 年に常設した授業を
高校で実用化することを目指したが、限ら
れた学生が、限られた期間受講する「打ち
上げ花火」的授業の枠を脱出できなかった
こと。 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は、上記の H24-26 科研費基
盤 C●今後の課題の解決でった。具体的には、 

1.活動開始年齢：引き下げ 

2.活動対象学校：拡大 

3.活動実施期間：長期化    

であり、この実現に向けて、 

目的１． 

まずは海外交流校のマッチングフレームワ
ークの充実をめざした。日本側は、「できる
だけ早期に・どこの学校でも・頻繁に・継続
的に、生の英語に学習者が触れる機会を教室
内に作る」ことを実現してこそ、この若者の
国際競争力を高める研究が前に進むと考え
た。この実現によって、 

・日本にいながらにして抜群の「生の英語に
触れる」動機づけの環境を設定し、 

・各界が期待するグローバル人材に必要な資
質・能力養成を先駆けて着手することで、 

・グローバル化に即応する実践的英語力の育
成につながると考えた。 

目的２． 

「どこの学校でも・頻繁に・継続的に、生の
英語に学習者が触れる機会を教室内に作る」
ためには、現場で実務担当する教員の海外交
流学習に対する意識を事前に調査する必要
がある。各校種の教員が持つ意識と不安要因
を絞り込み、現場に即した授業デザインを構
築するための情報収集をした。 

目的３． 

目的 1、目的 2 をもとにした研究実践を進め
ながら、小中高 8 年連続海外交流学習モデル
を構築した。 

 

３．研究の方法 

◆研究１： 

海外交流校のマッチングフレームワークの
充実 

日本と海外の教員がそれぞれ 12 名ペアを組
み、それぞれの勤務校をパートナー校として
交流学習を実施できるフレームワークの拡
大、構築に取り組んだ。海外交流校の新規開
拓は、それぞれの国に中核となる教員の人的
ネットワークを駆使した。 

◆研究２： 
海外交流学習に対する小学校、中学校、高等
学校の教員の意識調査 
本研究のゴールは、どの学校でも使える小中
高 8年間連続海外交流学習モデルの完成であ
るが、その前段階として、大多数の英語教員
にはなじみが薄いであろう海外交流学習に
対する英語教員、外国と担当教員の意識を調
査することで、導入時の課題や問題点を明ら
かにするが事前の調査として必要と考え、意
識調査を行った。 
◆研究３： 
小中高 8年連続海外交流学習モデルの構築と
精度検証 
8 年連続海外交流学習モデルの開発を目指し
てまずは、小学校、中学校、高等学校それぞ
れの校種での年間授業モデルを開発するこ
とに取り組んだ。3 つの校種のモデルの開発
に取り組んだ。研究開発・協力校は、地域を
富山県内の富山市、滑川市、射水市と台湾高
雄市に限定し、それぞれの地域の小学校、中
学校、高校に限定した。 
地域限定の利点： 
１．最長で小中 5年間の推移を検証できる点 
２．地理的に教員同士の交流が容易な点 
この 2点を担保することで、小中 5年間の力
の推移を検証できると考えた。高校は、同地
域の高校とした。地元中学校からの進学数が
最多で、中高のデータを取り続けることがで
きると考えたからである。 
 
４．研究成果 
成果１：海外交流学習フレームワークの構築 
以下の図１は、富山県の 3つの市の小中高

と海外の小中高のスクールリンクを示した
ものである。毎年の教員の異動が双方であり、
３年間安定的に維持することも困難な局面
もあったが、現在 11校の交流が続いている。



この交流学習を通し、連続性のある国際協働
学習での動機づけが、学習指導要領の示す英

語力へと導くことを数値で明らかにする根
幹である交流校のマッチングは完成した。 
 
図 1 海外交流学習のスクールリンク 
 
成果２：海外交流学習に対する小中高の教員
の意識調査結果 
 海外交流学習に対する英語教員、外国と担
当教員の意識を調査を目的として、平成 28
年度に「海外交流学習に対する小中高の教員
の意識調査」を行った。小中高の各校種 40
名の教員、合計 120 名の協力を得て行った。
その結果、海外交流実施に向けての不安要因
として、最高値が 5 の 5 件法で、１．「海外
交流校探しの難しさ」（平均値 4.29）、２．「タ
ブレットなど必要な情報通信機器の整備の
遅れと操作への不安」（平均値 3.67）、３．「授
業内外での海外交流活動のイメージがつか
めない」（平均値 3.57）、といった 3 項目が各
校種共通で上位３不安要因であることが分
かった。その一方で、 質問項目の「不安要
因への支援があればやってみたい。」（平均値
4.01）が上記３不安要因と並び全校種で高く、
海外交流学習へのニーズが高いことも示さ
れ、その後の研究の方向性を導き出すことが
できた。（スペースの関係で表は省略。論文
②参照） 
 
成果３：海外交流学習授業モデル 

年々進む学校教育現場の多忙化が大きな
障壁となり、教員の協力は得られても管理職
の理解・協力を得ることは想像以上に難しか
った。異校種間の連携となるとそれぞれの独
自の文化、やり方があるためさらに難しいも
のとなった。そのため、当初の計画通りの 3
年間では、小中高 8 年間連続海外交流学習モ
デルを完成させることが困難となった。しか
しながら、各校種 3 種類の年間指導計画がほ
ぼできあがり、実践段階に移っていることは
大きな成果であると考える。以下、校種ごと
に年間授業計画の策定と実施状況、教育効果
を示す。 
●高等学校 年間モデル 

研究実践の協力校は、富山県立小杉高等学
校である。この学校の英語重視コースで 3 年
間、1 年を通して毎週１回のペースで実施す

る計画を立て、本事業開始直後から 3年間実
施し今回の成果である年間計画をまとめた。
授業での使用機器として、クラス内に無線モ
バイルルータとアクセスポイント設置し、ひ
とり 1台の iPadを準備した（図 1）。そして、
無料ソフトウエア「スカイプ」を使い、生徒
が海外の英語話者と１対 1でコミュニケーシ
ョンができる環境を構築した（図 2）。図 3は
交流相手校の様子である。毎回の交流学習時
間は 40 分であった。実践に必要な外部支援
として筆者らは、パートナー校の選定、イン
ターネット環境とタブレットの整備などハ
ード面を整え、並行して授業担当教諭ととも
に１年間の授業デザインを構築した。図 2、
図 3は、本人の了承を得て掲載している。 
 
 
 
 
 

 
図 1：機器 図 2 日本側 図 3：交流校側 
 
小杉高校での海外交流学習は、2 年 2 学期か
ら 3年 1学期までの 1年間という設定である。
表 1、表 2、表 3で塗りつぶしてある部分は、
海外交流学習の時間を示す。毎週 1回を基本
としているが、長期休業、定期考査、学校行
事等が双方にあり、毎年最大 15 回が限界で
ある。右端にある 4 技能とは、育てたい技能
を示している。S はスピーキング力、L はリ
スニング力、R はリーディング力、W はライ
ティング力を表している。 
以下の表 1 は、1 つ目の学期の授業モデルで
ある。外国人との 1対 1の活動を通して、英
語学習の意義を生徒が認識することを目標
とした。 
 
表１ 1つ目の学期の授業モデル（Stage１） 

 
以下の表 2は、2つ目の学期のモデルであり、
学期 1に加えて、ここでは海外交流と英語学
習への意欲を高めることを目標にしている。 
 
表１ 2つ目の学期の授業モデル（Stage2） 

 

Stage 学期 No. 活動 詳細 4技能

8 課題設定 交流の個人テーマを考える

9 事前準備 テーマについて事前に調べ、交流準備。

4回目スカイプ（情報収集１） S・L

5回目スカイプ（情報収集２） S・L

6回目スカイプ（情報収集３） S・L

11 まとめ
レポート作成

テーマ：日米の違いとその背景
W

12 成果発表 総合的な学習の時間発表会で発表 S

3

学

期

2
10 実践：海外交流学習

Stage 学期 No. 活動 詳細 4技能

発表会で、先輩（3年生）の英語発表を聞く

3年生のスカイプを見学する

2 マインドセット 英語の必要性を考える

3 実践：海外交流学習 1回目スカイプ（慣れる・自由に交流） S・L

4 課題設定 交流テーマ（グループ研究テーマ）を決定

5 事前準備 テーマについて事前に調べ、交流準備。 R

2回目スカイプ（情報収集１） S・L

3回目スカイプ（情報収集２） S・L

7 まとめ
レポート作成

テーマ：異文化交流で最も大切と考えていること
W

1

実践：海外交流学習6

1

2

学

期

ゴールの提示



以下の表 3は、最後となる 3 つ目の学期の授
業モデルである。生徒が英語で考える時間を
さらに増やし、Stage1、Stage2の意識意欲の
向上に加え、この Stage３では英語力の伸長
にもつなげることを目標にした。 
 
表３ 最後の学期の授業モデル（Stage3） 

 
以下の表 4は、上記の表１～表３の検証結果
である。表１～表３が、1 年間を通して高等
学校で使える海外交流学習モデルが機能し
ているかを分析した。 
 
表４海外交流学習開始前と終了後の平均値
の差のｔ検定の結果（N=20） 

 
表 4は、海外交流学習開始前と終了後の平均
値の差を統計処理し検証した結果である。ほ
ぼすべての項目で有意差が出ていることか
ら、本研究が目指す海外交流学習の効果は、
3 つの学期のモデルが有機的にリンクするこ
とによりあらわれるとも推測に至った。今回
は、授業モデル Stage3 の最大の目的であっ
た「英語力の伸長へとつなげる」というデー
タを示すことができなかった。受験したデー
タが間に合わず検証する時間がなかったこ
とが原因である。この点はデータが入手出来
次第、更新する。また、小学校年間授業モデ
ルは、平成 30 年度の新学習指導要領の移行
期間に入り、富山県内の小学校は年間 35 時
間から 50時間もしくは 70時間の年間計画に
移行したため、それに合わせて 30 年度は海
外交流学習を取り入れた年間指導計画を再
構築中である。30 年度末に完成し、31 年度
に発表、論文投稿する。中学校年間授業モデ
ルの開発は終わり、平成 30 年度の日本情報
教育学会で発表し、論文投稿することになっ
ている。研究３のゴールである小中高 8年連

続海外交流学習モデルの構築の継続を目指
して、H30-32科学研究費に申請し、採択され
たことを受け、今後引き続き事業を継続し完
成を目指す。 
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〔学会発表〕（計９件） 
① 清水義彦、児童生徒が英語活動に主体的

に取り組む学習環境の構築－2 つの道具

Stage 学期 No. 活動 詳細 4技能

13 クラスの共通テーマを設定

14 マッピングでアイデアを整理

15 個人テーマの設定 R

16 課題：スプレッドシート完成　3月31日〆切 R・W

17 課題：英文レポート作成　　　4月  8日〆切 W

18 基本会話練習 S・L

19 事前練習 リハーサル S・L

20 質問を再作成 R・W

21 実践：海外交流学習 外国人と40分の会話をして、必要な情報収集 S・L

22
振り返りシート＋グーグルシート記入（英文）

（次回の交流ですべきことを明確化する）
W

23 英文レポート作成 W

24 フィードバック 教員に提出、アドバイス

25 まとめ１ 英文レポートのリライト W

26 発表・共有 クラス内研究発表会 S

27 発表・共有 後輩へのアドバイス S

28 まとめ２
ロングエッセイ作成　（外部コンテスト応募）

テーマ：「私を変えた身近な異文化体験」
W
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質問項目 
開始前 

第 6回 

終了後 

対応サンプル 

の差 

t df p 

  

d 
 

M SD M SD M SD   

1 外国人との会話はおもしろい 3.64  1.15  3.93  1.07  0.29 0.61 1.75 13 .104  0.26 

2 英語を使って何かをすることは必要になる 4.86  0.36  4.93  0.27  0.07 0.47 0.56 13 .583  0.22 

3 海外に 1年くらいいると英語はうまくなる 3.50  1.02  3.50  1.02  0.00 0.78 0.00 13 1.000   0.05 

4 海外留学したい 3.29  1.59  3.43  1.40  0.14 0.66 0.81 13 .435  0.10 

5 外国人との会話で英語学習の意義が分かる 3.86  1.10  4.14  0.95  0.29 0.83 1.30 13 .218  0.28 

6 検定試験で英語力を定期的に測りたい 3.43  0.94  4.21  0.80  0.79 0.70 1.20 13 .001 ** 0.90 

7 テレビ電話は楽しい 3.21  1.25  3.86  1.23  0.64 0.63 3.80 13 .002 ** 0.52 

8 テレビ電話で外国人と話したい 3.21  1.25  4.00  1.30  0.79 0.80 3.67 13 .003 ** 0.62 

9 外国人と LINEで文字会話したい 3.57  1.40  3.86  1.51  0.29 0.61 1.75 13 .104  0.20 

10 英語授業へのモチベーションは高い 3.21  1.31  3.50  1.34  0.29 0.83 1.30 13 .218  0.22 

11 英語を上手に話せるようになりたい 4.29  1.14  4.64  0.74  0.36 0.74 1.79 13 .096 # 0.37 

12 海外の学校と交流したい 3.64  1.45  3.93  1.27  0.29 0.73 1.47 13 165  0.21 

13 英語で話す機会を増やしたい 3.93  1.38  4.00  1.47  0.07 0.47 0.56 13 .583  0.05 
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